
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　　　　　理　　　　由

　弁護人仁科恒彦、同長谷川成二、同山田鷹之助、同浜口清六郎、同高木一の上告

趣意は、憲法三一条、三七条違反をいう点を含め、その実質は単なる法令違反、事

実誤認、量刑不当の主張であつて、刑訴法四〇五条の上告理由にあたらない。（な

お、本件は、母親留守の間に隣家に入り込み、就寝中の幼女の顔面に熱湯を浴びせ、

著しい瘢痕等を残す重度の熱傷を負わせた事犯であつて、その態様の残忍性、結果

の重大性、被害者及びその家族に与えた影響、犯行後の情状等にかんがみれば、原

判決の維持した第一審判決の科刑はやむを得ないところと認められる。）

　よつて、同法四一四条、三八六条一項三号により、裁判官全員一致の意見で、主

文のとおり決定する。
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